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第３回選定委員会 要点録 

開催日時・場所 令和６年９月４日(水) １８：００～１９：００ 多摩市役所第 2 庁舎会議室 

参加委員 参加委員４名 

出席職員 
くらしと文化部長、教育部長、文化・生涯学習推進課長、教育振興課社会教育・

文化財担当課長、事務局４名 

主な内容 

開会 資料の確認 

次第 1 第２回要点録の確認 

次第 2 審査結果報告書（案） 

次第３ 意見交換 

次第４ 審査結果まとめ 

次第５ 閉会 

議題 主な意見等 発言者 

次第１ 

第２回要点録の確認 
委員長より、第２回選定委員会の要点録（案）について意見がある場

合は事務局に連絡することを確認された。 

 

次第２ 

審査結果報告書（案） 

【市側説明】 

審査結果報告書（案）の内容を説明。 

 

次第３  

意見交換 

●ｐ5の下から２行目「地域の健康と幸福」という表現に違和感を覚

える。「地域の住民の健康と幸福」ならば理解できる。「地域の幸福と

健康」の方が一般的ではないか。 

〇地域の住民の健康の向上という意味では「地域の住民の健康」とし

てもいいと考える。市民活動・交流センターは全市域の方に利用して

いただくという目的がある。それを表すためにこの言い回しをしてい

るが、表現をもう少し分かりやすくしてもいいと思う。 

●「健幸都市」を謳っている多摩市だからこそ、「健康と幸福を実現

する」を「健幸を実現する」と置き換えてもいいのではないか。 

●「健康」と「幸せ」は多摩市でよく使われており、馴染みが有り良

いのではないか。 

●「地域」という言葉を多摩市全体の意味で使っているのか、それと

も施設周辺の場所を示しているのか。 

〇どちらも兼ねている。 

●公共施設はどうしてもその施設周辺にある地域のことを重視する

傾向にある。その地域のことを大切にするという意味で使っているよ

うに見える。 

●施設を利用している方の健康と幸福を実現するという意味とも受

け取れる。 

●「健幸まちづくり」という言葉が多摩市ではよく使われるため、「健

幸なまちを実現する」というのはどうか。「地域」という言葉の捉え

方は人により異なるため、「健幸」というワードと一緒に使われるこ

とが多い「まち」を使うのがいいのではないかと思う。 

●今回の選定の趣旨として何を実現すると書いた方がいい。 

〇多摩市立市民活動・交流センター条例に記載されている設置の趣旨

には「豊かな地域社会の実現を図るため」と書かれており、（２）意

見の 2段落目に記載している。 

●「地域社会」という言葉は「社会」に重きが置かれ、「地域」はそ

のエリアという意味になる。「まち」という言葉は「地域社会」とい

う言葉の言いかえとしてふさわしく、元々「豊かな地域社会の実現」

と書かれているのであればいいのではないか。あくまでも市としての

姿勢をどうするかという話である。 

●「地域」という言葉が、受け取り手によって意味が変わってくる。

一番しっくりくるのは「まち」ではないか。 
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〇管理運営方針ｐ3に「それぞれの施設の目的を達成することで豊か

な心を育む、学びと文化、交流のまちづくりの実現を目指す」、また

それにより「健幸まちづくりのさらなる推進」という記載がある。 

●その表現を適切に使っていただくということでいいのではないか。 

●ｐ3のグラフについて、③の事業・サービスの点数が特に多く見え

る。 

●このグラフを入れた趣旨は何か。 

〇各項目の得点数の比較をするために掲載している。 

●③が一番得点差があるように見えるが、配点が最も多いのが③であ

ることを考えると大きく出るのは当然であり、その意味ではこのグラ

フを載せる意味はないのではないか。 

●市としてこうした審査結果報告書で使われる形式として適切であ

ればこのままでも問題ない。このグラフを載せる意図など、場合によ

っては書き方を変えてもいいと思う。 

〇市内の他の公共施設の報告書もこの順番で記載している。 

●ｐ4の審査表について、点数は項目ごとの各委員の合計点であるこ

とが示されている方が親切だと思う。 

●ｐ5（１）審査の視点について、ｐ4の審査項目を列挙しているの

であれば⑤地域貢献を使わなかったことには理由があるのか。 

〇地域貢献を追記する。 

●駐車場出口にゲートバーを設置するという提案があった。指定管理

者の負担で設置するという事ではあったが、何かあれば市に責任が生

じることと思う。来年度新たな指定管理期間に入るにあたり、その提

案の必要性も含め事業者と細かな点を調整していかなければならな

いと思う。ｐ5の最後から２つ目の段落にある「市と指定管理者で十

分協議して」という表現に少し補足してもいいのではないか。 

〇提案された内容は、優先順位を考慮したり、協議する中で出来ない

ことが出てくる可能性はある。 

●魅力的な提案をどのように形作っていくかは市がモニタリングを

していくということが書かれている。「提案の妥当性も含めて市と十

分協議し、適切なモニタリングを行っていくことで最大限活かされる

ように事業を進めていってもらいたいと考えます」、とした方がいい

のではないかと思う。 

●市として気が付いたことがあれば協議するということが大事だと

思う。 

〇「魅力的な提案がその通り行われているか」よりも「今回の提案に

ついては市と指定管理者で十分協議してより魅力的な施設となるよ

う」とするといいのではないか。 

●ｐ3のグラフについて、ｐ4 の表が先に来てその後にグラフを持っ

てきた方が分かりやすいのではないか。 

〇見にくさを解決するために見開きで見られるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次第４  

審査結果まとめ 

【市側説明】 

審査結果報告書（案）の修正箇所の確認がされた。今後の指定管理者

決定と要点録の公開までの流れが説明された。 

 

 

 

次第５ 

閉会 

事務局と各委員より挨拶があり、閉会した。  

 


